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1. はしがき

 短期大学生に対して教育効果を評仙し新たな学年における教育方針を考える最適の時期は

第1学年の学年末試験から第2学年の授業開始までの問である. しかし. 試験と休暇を避ける

とこれは第1学年の最後の授業か第2学年の最初の授業ともなる. この時期に保育科学生

222名に対して身近かな5つの長調に関する基礎事項の理解の程度を調べtさらにそれらを

総合的に応用できる段階まで理解しているかどうかを判断するために、実際の子どもの歌を課

題として移調と伴奏付けを行わせた. その結果きわめて基礎的＄i項の理解を徹底させること

の重要性が明らかになったレ:/t ＋. この分析では各設問に対して解答が正しいか間違ってい

るかあるいは解答していなかったかに分けて扱った. この段階の分析では重点を置いて教えな

ければならない事項を抽出できてもどのように説明すれば正確な理解を助けることになるか

の手かかりは得られなかった. そこで説明の方針に関する手かかりを得るために基礎とな

る音階・調号および和音に関する間違い方に着Hしどのような考え違いをすれば実際に学生

が行ったような間違いとなるかを検討したt・ . その結果間違いの大部分はそれぞれの事項

を全く理解していなかったためでなく不確実な記憶によることが分かった. また音部記号

と調号のような楽譜として不可欠な事項を記人していない場合か多かった. これらの事項の多

くは、すでに記入してある解答用紙を与えられそれらを白鼠で記入しなければ楽譜にならな

いという当然なことを十分覚えさせられる機会にほとんど接しなかったことが原因となってい

ると推定された. 移調と伴奏付けに関する1E解率は移調する調によって異なるか極めて低

かった. その原因が基礎事項に対する理解の不足あるいは不正確さによるのか. あるいは移調

の意味を理解していないためかを矢llるために解答に見られた間違いとそれらの問の関連につい

て検討した. その結果. 学生か楽譜の基礎を覚える際の考えの進め方と記入する際の考え方に

関する手がかりが得られたので、報告する. 

2. 材料および方法

 資料の収集法は前報1‘1'に記した. すなわち保育科学生222名に対してハ長調・ト長

調・二長調・へ長調および変ロ長調の膏階・主要三和音と属七和音を記入させ藤原広秋作
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詞・土谷幸雄作曲の「お母さんと呼ぶ時は」(ハ長調2/4拍子)を変ロ長調・卜長調および二

長調のうちの指定する調に移調させた. 前報では移調に関して調号・拍子・旋律および伴奏の

4点を取り上げ. それぞれ正解・誤解答および無解答に分けそれらの組合わせによる学生の

類型化と基礎事項の正誤との関連を分析した. なおこの際不完全な解答は理由と程度にかか

わらず誤りとみなして扱った. しかし本報では間違う理由を詳しく検討するために移調し

た楽譜を旋律と伴奏に分け前者では開始音・調号および拍子. 後者では和音と調号を取り上

げた. 各項日に関する解答は主観的判断が入り込む余地が少なくしかも記述内容を圧縮し

て関連のある全問に対する解答の状況を全員に関して把握しやすくするために. いくつかの

記号で表示し集計した. 

3. 結果および考察

3・1 概 要

 画報で扱う基礎資料として平成4年度入学生105名と5年歯入学生】17名の移調に関する解

答を記号化し表］の移調後の欄に示した. 移調を間違う原因が基礎事項に見られるか. ある

いはそれ以外にあるかを調べるために移調前の解答と移調前後の解答の関連を本表に付記した. 

なお移調前の欄は前報1 'tの表1から抜粋し、譜表の末尾に示した記号によって記したもので

ある. 
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移調に関して保育科学生か起こし易い間違い

表1. 移調に関する解答およびそれらに関連する調の音階・調号および和音に対する解答

1. 平成4年度入学生
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1 一2) ト長調に移調

移 調 後 移 醐 楠 間追いに見られる移調前後の関遭性
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1-3) 二長調に移鯛
一

移 隅 後 移   調 前 間遮いに見られる移調前後の関逼性
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2. 平成5年度入学生
2-1)変ロ長調に移調

移 騰 後 移 調 前 間進いに見られる移調前後の関遠住
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11
○ o 一蔀 O B  「 o o o o o o Q 〉 o

f1 ζ) o 一 o B  「 o 解不 解不 0 c o o 7 o
了1 o o 一 o 一

b o 皿 w 凋 解不 o ○ マ o
3施律の開始音を閲違う

@ 伴饗の和音だけを間違う
h1 0 o 一 O B b o 和音 和音 和盲 和商 〉 o 7 o

         a1

S施律の鱒号を間違う

○ Q へ長 o B b o O . o ○ o 〉 o 〉 c・

  伴奏の四号だけを問違う

@        了1

T. 施御の拍子を間違う

b3 C B り3 B b b3
一 一 一 一 o 冨 十 昌

伴嬰は正解

@      lI o 一 8 0 B 』 o o 田 0 C o o  一 く o
       了1

ﾗ饗の和盲だけを間違う

o B o B b 6 o o ;つ C o c  一
() o

11 0 一 一瓢 O B b :⊃ o o 0 農 o 〉 o
6. 施律の胴号と指子を間遠う

伴奏の和音と四号をともに間遭う
「1 1つ1

一 3↑ 91 B b
(
) o ;つ 0 (; o 〉   一 〉 〉

「1

一 一 一 一 B b
一 解不 解不 解不 鱗不 0 髄              一 7

「1

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
十 ■              一

フ. 施律の開始音と拍子を間違う

8. 施律の開始音と調号を間違う

倖饗の潤音だけを間遭う

@      hl
一 o 一

ぐ::. 

一
 「

一 o 転〕 o ∩ 雷 一
十

俸饗の和音と蠕号をともに問遮う
llI b1 ○ 6 卜1 A a 」｝1 Z a . 乳

一 ≠ 冨 事 冨

hI b1 o 変ホ b1 8 b ！1 音階 音陥 音. 婚 音階 ゆ ■ φ 巳

hl ＃2 o 一 一 B h
一 仁2 42 42 鉢2 ≠ X 一

hI b3 o 一
b3 G5. L1菖 ゆ3 一 一 一 一 噛 菖 冨

軌施律の3圃ともを間違う

仲奏の和音と脚号をともに間遠う〔全問｝

hl 解不

A
A
隠
B
B

a
b
b

b
b

佃
一
桐
〔
二
曽
つ
朽

a

棚
嚇
。
;

a

一
〇
〇
一
一
a

0

一
 
〇

0

a

c

静
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移調に関して保育科学生が起こし易い間違い

2-2) ト長調に移調
. .   一

移 調 i受 移 脚 前 間違いlr見られる移調前後の関連性

  旋

J始音

 律

芻 拍子

伴
和
欝

饗
瞬
号

ハ長鯛

E: 6 「

移隅する隅

@ ζ 調号 【

利
騨

高
V

Vア

  旋  律

J鱒音 網号 泊子

伴
和
音

奏
燗
号

1. 施偉・伴妻ともにjE解

@        d2

@        d2

@        d2

@        dI

o
o
｛
⊃
o

o
o
O
o

 「

f
G
サ
G
G
6

o
o
l
:
)
1
つ

G
G
G
G

 髄

X
9
 
レ
9
 
9

O
O
O
O

G
・
:
二
｝
o
◎

o
O
o
o

0
0
0
0

O
O
Q
w
7

o   o

?  o

n  O
n   O

o
O
o
o

◎
◎
o
o         d2

@        d2

嚮ｵ御は正解

@ 伴奏の和音だ:を問罪う

@        d2

@        d2

@        ロコ

:つ

盾
盾
盾
n

○
つ
0
0
0

G6

f
M
菖
更
諾
A

O
o
O
o
o

利音

f
G
G
G

 

X
 
」
9
 
「
9
 
「
9
9
'

O
o
o
o
G
.
 

o
o
-
o
o

o
O
一
り
。

o
一
一
〇
一

珊？

ﾃ
一
〇
〇

0  0
O  0

O  0
O  0
p   O

o
◎
×
〉
〉

o
O
O
O
o

凶～ 0 Q 鱒 o G  ・X o つ 0 . o o O  G 一 o
dl o 〔、

一 Q G  ・X e・ o o 一 o O  G 唱 O
一

〔jI
「 : o 一

◎. G  ・X o 一 一 一 一 o  O 0
dI o 0 一 o G  「X o 0 つ 1音 一 o  O ≠ 0
dI o o 一

○ G  5P 0 0 o o 一 0  0 一 O
dI o (〕

雫
‘1. p 9 9' ◎ ザ) o o 1ア O   O

一 o
曹

曾

      dl

ｺ鼻の和音と圃号をともド間遭う

G C 一 ○ G  「X o o 0 o 17 O  O 一 O

d2 e C 一葛 一 G  「X 0 弾 V7 田
一 O  O ゆ 一

         d1

R. 旋律の開始音を閻闘う

o ◎ 一 一 G  ←X o Q O 0 一 C  O 一 鞠

  伴嬰の和音だけを間遭う

@        C！

S. 施律の調号を閥進う

o 6 一 o G  ←X ○ 0 0 一 鵬欠 G  O 丁 o

伴饗の鰐号だけを間違う

@     d2
一 o  ←f 一 G

 
X 0 一 一 ｝ 一 ○  一 十

一

(12

一 o  ●f 一 G  ｝X ＃2 o ＃2 ＃2 1音 (〉  マ く ？

(12

卿 O  

f 一 G  「X 0 o 0 0 四7 o   一 ○ 一

伴奏の和音と調号をともに間違う

dε
一 o 一  G 9

一 o G 島陰 一 o   ・ マ

d2
一 o 一 一 G

 
X

一 和音 利音 和音 和音 ○   ・ 7
d2

一 o H
一 G  レX

一 o o 調欠 調欠 o   ・ ≠

d2
一 o 一 一 G 9

一 o ○ 調欠 一 o   ・ 7
d1

一 Q 一 一 G  髄X
一 o o 一 鯛欠 o   ・ 7

《j2＊
層

;:)

一 一 G 9 0 一 一 一 一 o  一 9

一

         d2＊

ﾇ施律の拍子を閻逸う

仁2 o 一 ＃2 G 9
一 o o ｝ 調欠 o  × マ X

伴奏の和音だけを間違う

d2 つ 一 b一部 o 9 9 ○ o C C O Io  o  一 〉 Q
dl 〔)

一 一 o 9  曾X 0 o ○ o ◎ 0  0  一 一 o
1 o 一 一 o G 9 o o o O 一 く)  o  一 一 o

伴饗の和音と調号をともに周遮う

dl＊ 0 一 一
ト 6 9 c () o o 一 0  0  一 一 〉

         02＊

U施埠の訓号と泊子を聞違う

V施律の開始音と拍子を岡違う

Q 一 一 一 G 9 ○ o m o 舳 O  o  一 マ 一

8施撮の開始音と朋号を聞遵う

@ ｛半奏の汚口音と四号登ともに間遣う

c2 に3 o 一 ＃3 G 9 o o O O ・5 o   ＞ 一 〉

G2
一 o 一 一 6 9 0 ・n・

一 一 一 o  一 一一

a施律の3間ともを間違う

@ 伴審の和画. と調号をともに間斌う 〔全聞〕

cl
一 一 一 一

「 「
一 ◎ O C 嘗 ψ     ・   一 一

「

一 一 一 一 一 G 9 0 基 一 一 一
｝               一             甲 薗

一 一 一 一 一
9 9 0 F F F F 7 一

一 一 一 一 一 G 9
｝ o 0 瑚欠 一 一            ●         喩 ▽
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2-3) 二長調に移鯛

移 調 接 移 岡 前 閲逸いに見られる移調前後の開逮性

開嬉奮

旋  律

@獅号 拍子

伴
和
音

婁
鯛
号

ハ長調

E 多 ワ

移脚する胸

@ ‘ 調号 且

和
】
v

音
V

V7
  旋  律

J姶音 調号 柏子

伴
和
昔

奏
隅
号

1. 施律・伴婆ともに正解

@       al

@       aI

@       al

@       ヨ1

@       昌1

@       と」1

@       己1

0
0
0
0
0
0
0

o
o
O
o
O
o
O

D6

O
D
D
D
D
D

O
o
O
o
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Q

 d

@d
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чｺ降
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O
Q
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o

り
O
o
o
O
O
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O
o
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o
O
o
o

o
o
o
O
Q
o
o

o
o
o
O
o
o
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n  O
p  O
n  O
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n  O

o
o
o
o
o
o
o

O
O
o
Q
o
〔
二
:
;
o

         al

@       al

@        al

@       al

@       a1

Q、施律は正解

@ 伴奏の和音だけを間遮う

@       al

@       al

@       a1

Q
Q
o
O
o
o
O
o

○
○
O
o
o
o
O
O

D
D
D
D
D
D
一
部
D
一
部
 
一

o
o
O
o
o
o
o
O

d
σ
d
d
d
d
d
d

 

?
「
d
 
｝
d
 
「
d
 
「
d
 
「
d
 
d
 
d

0
0
0
0
0
0
0
0

O
O
o
o
和
音
O
G
C

0
0
0
0
和
音
o
o
o

O
o
O
O
和
音
O
o
o

O
O
o
O
和
音
O
O
N
7

O  O
n  O

? O
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n   G

n  G

? o
n   O

o
o
o
o
o
＞
＞
一

0
0
0
0
0
0
0
0

      a1

ﾗ奏の和庭と調号をともに間遭う

○ o 一
() d  ・ O o o 】 o 0  0 一 o

α1 o o D一部 一
d  レ o 一 一 一 一 o  o ×

一
        d1

R. 旋律の開始音を簡違う

o o 一 一 一
 o 一 一 一 一 o  o 一

  伴奏は和音だけを闘進う

@        d1

S. 施律の調号を聞違う

O o ト長 o F
 o   一 一

o   o × o

俳奏の颯号だけを間通う

@     81 ｝

一 o D 一
d d

一 調欠 o 一 鵬欠 o   ・ く

aI
一 o D 一

し d
一 綱欠 皿 潤欠 一 0   ・ く

al
一 o D 一

d d
一 鯛欠 O 隅欠 調欠 O   ・ 〈

a1
一 O D 一 d o

一 調欠 o 脚欠 一 O  ・ ＜

a1 ＃3 O 06 43 d  ｝
＃3 0 皿 o o 0  8 く 3

al ｝

2 O D b2 鴨 d o 一 一 一 一 0  ＞ 十 〉

倖奏の和音と綱号をともド. 間追う

@     aI

5施律の拍子を聞違う

一 o 一 一
d d 0 一 一 一 卿 o  一 一

鶴暴は正解

@     aI o 一 D 0 d d o o o 0 G o  c  一 o 0
俸婁の和音と調号をともに間遣う

        」1

U. 施律の胴号と拍子を問違う

o 一 一 一 d d ＊＊ O o 1 o ()  ＜  一 一 7

伴喫の憩音と調号をともに闇遠う

        ヨ1

V. 施律の闘始音と拍子を閏違う

一 一 一 一
d d

一 綱欠 O 隅欠 隅欠 o   ・  一 マ

8. 施律の闘鱈音と調号を聞違う

@ 伴鼻の和奮と調号をともに闘遺う

         伽

X. 益悼の3閥ともを面逸う

一 o 一 一 d d
一 調欠 一 一 一 一

俸奏の憩音と調号をともに闘迎う

唱 一 一 一 一
α d o o 田 o o 7 一

一 一 一 一 一 一 一 一 『 一 一 頼
辱                  ■              一

一 一 一 一 一
o

 o o o o P 7 一

一 一 一 一 一 d d o 6 1転 1転 1転 一                一            一 7 一

一 一 一 一 一
d d

一 一 一 一 一
一                               一 曾

一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一
                  ■              層

一 一 一 一 一
d d

一 解不 解不 解不 鱗不 一                 ■              一 7
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移調に関して保育科学生が起こし易い間違い

注〕

移目・r)解団‘二二†る砧rト弓

 旋 律
 開始膏と音階はドイツ一名で示しノこ                     ＊ 一 一制＝臣二入       串＊ 一 一'陥1閉違「・

  ・編 一・圃始貰はiL確であるか.  ff71. の:tiしか妃入しなか・;た.       ト 一 ト奮記号で解答   L加 一 至:｝lllM線が不尼

 下降 一 音階をド降で解答した.                   トト7および＃i・7はそれぞ』しの個数で・t: した. 

 位置 一 剃号の‘trerをll［｝迩つた. 

 ‘f'餐

 和誉ぱコード永一ムで示した、

  ・萬 一 偉奏和轟を一儲記入                 :冒 ・F 3度」lcee人

 1偶キ 一 和音でなくその一部の音を記入          氣哨 一 ・・爬渕の｛11 B' 1と創膏Fを交互に記入

 へ賎・変ホ 一 課qて妃識した調製            M 一 メビデ‘を記入

 臨時 一 臨時記号を万人                  卍｝階 一 ff・術で解答

悶遜うR＿113のfi無

 伴奏の和肯に関して. 穆賜前の側遷いが優度で移鴻1琵に影響かないと考えムれる場脊はIl/解とみなして扱？た. 

 移i講前の't和膏のうち1つノ三けでム無酎答の場合:t無二啓として扱∵た. 

移 鯛 前

ir解 誤鰐答 無解答

移
調
穫

正解

^解苔

ｳ解義

o
＞
一

＜
昌
≠
一

十
×

孕 平織、

 移調する原譜であるハ長調の音階に関する間違いは平成4年度入学生11名に見られたがこ

の調の音階を理解できないとみなさなければならない学生はそのうちの7名であった. 移調後

の間違い(無解答を含む)の原因がすべて移調前に見られるとすれば「間違いに見られる移調

前後の関連性」の欄では「○」「＝」および「・」以外の記号は見られないはずである. しか

しこれら以外の記号の出現率は無視できない. そのうちでも移調前には正解でなかった学

生が移調した解答では同じ項目に対して正解をした(＜と＋)例が多数見られた. 

 移調に関する各項目に対して解答を間違った人数を表1より求め. 表2に示した. 同様な表

は前報2・;にも示した. しかし解答に対する扱いを次に示すように変えたために数値が異な

る:前報における調号と拍子は旋律と伴奏におけるこれらかともに正解の場合を正解ともに

無解答の場合を無解答として扱いいずれか一方しか解答していなかった場合は誤解答に含め

たが. 罪報では調号は旋律に関する記載と伴奏に関する記載を分離して扱い拍子は旋律に関

する記載で代表した. 御報では伴奏と旋律に関して関連するすべての項目について正解で

あった場合を正解その他は上記と同様に扱ったが本報では項目に分けて扱った. また本報

では無解答は誤解答に含めた. 

 移調に関する5項目すべてが正解であった率は調によって異なり変ロ長調または二長調に

移調した学生では約1/4であったのに対しト長調に移調した学生では約1/7であった. この差

異は次の理由による:旋律に対する間違いの率には3つの調の間に差が見られなかったが. 伴

奏特に和音に関する間違いがト長調に移調した平成5年度入学生では他と比べて高かったた
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表2. 移調に関する各項目に対する解答を間違った人数

移調した調

?w年度(平成)

変口長調
S 5

 ト長調
S 5

二長調

S   5
計(％)

全問正解

@  計(％)

619(25。0＞ 13 511(15. D 6 8   12
Q0(27. 4) 50(22. 5)

表1の表示別の人数

旋律

正解 15 17 1
1

18 14 18 93(41. 9)

開始音を間違う 1 2 7 1 5 1 17(7. 7)

調号を間違う 4 1 6 10 4 7 32(14. 4)

拍子を間違う 3 1 5 2 11(5. 0)

開始音と調号を聞違う 8 5 4 2 8 1 28(12. 6)

開始音と拍子を間違う 1 1(0. 5)

調号と拍子を間違う 2 3 2 1 1 9(4. 1)

3問ともに間違う 5 9 2 4 4 7 31(14. 0)

間遮った人数 21 23 22 22 22 19 129(58. 1)

計(％) 44(57. 9) 44(60. 3) 41(562)

伴奏

正解 7 15 5 6 9 13 55(24. 8)

和音を間違う ア 8 10 14 4 5 48(21. 6)

調号を間違う 2 1 3 4 6 16(7. 2)

ともに間違う 20 16 18 17 19 13 103(46. 4)

間違った人数 29 25 28 34 27 24 167(75. 2)

計(％) 54(71. 1＞ 62(84. 9) 51(69. 9＞

項目別の人数

旋律

開始音 15 16 13 7 18 9 78(35. 1)

調号 19 18 14 16 17 15 99(44. 6)

拍子 8 15 5 9 5 3 45(20. 3)

間違った延べ人数 42 49 32 32 40 27 222

計(平均項目数〉 91(1. 20＞ 64(0. 88) 67(092)

伴奏

和音 27 24 28 3
1

23 18 151(68. 0)

調号 22 17 18 20 23 19 119(53. 6)

間違った延べ人数 49 41 46 51 46 37 270

計(平均項目数) 90(118＞ 97(1。33) 83(1. 14)

学生数 36 40 33 40 36 37 222
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移調に関して保育科学生か起こし易い間違い

めであるしかしその原因は移調前の和音に関する設問に対する正解率には見られなかっ

た］r 1. 

 間違った項目の組合わせに関してト長調に移調した場合の旋律では単一の項目に関して

間違った学生が多く他の調に移調した学生では開始音と調号あるいはさらに拍子を加えた3

項目を間違った入数が多かった. 伴奏に関してはt旋律におけると反対に調号だけを間違った

人数か少なかった. 

 旋律に関する問違いは項目によって異なり間違う可能性が全く考えられない拍子でさえも

約1/5の学生に間違いが見られた. その大部分はこれを記入しなかったためである。他の項目

では約i！3から4/9の学生にいずれかの間違いが見られた. これは1人当たり約1項目に当たる. 

伴奏に関する間違いはこれよりも多く和音に関しては約2/3の学生が悶違い調号に関して

は半数以上の学生が間違った. 旋律と伴奏における調号の間違いを比べると後者は前者の約

し2倍であった. これは伴奏に関して調号を記入しなかった学生が多かったためであり伴奏

に関する調号は3度下げて書かなければならないことを忘れたとみなせる学生は5名たけで

あった. すなわち両者の違いは理解しているが楽譜の各段のはじめに必要な要素を記人し

なければ楽譜にならないというきわめて基礎的なことに対する注意が欠けていたためである

3・2 移調後の間違いの原因の推定

 表1では解答を記号化して表示した. 各学生の解答において. 異なる項目に対して同じ記号

で表される間違いが見られた、また. 調あるいは項Hが異なると同じ理由によると考えられる

間違いが異なる記号で表される. これらの点を整理すると表3の】)が得られる. またこの

表に示した問違いの類型別に人数を集計すると表3の2)が得られる. これらの表から次のこ

とが分かる:

1. 移調に関する間違いの大部分は移訓に付随して発生したと考えられる間違いでなくそれ

  以前の基本事項における間違いに起因すると考えられる型であった. 

2. 楽譜の最も基本である「音部記号」に関して間違った学生は11名で無解答を除く間違い

  の約8％に当たる. 「音部記号」に関して間違った人数は調によって異なるがその理由

  は明らかでない. 

3.  「調号」に関する間違いは6名に見られこれは無解答を除く間違いの約4％に当たる. 

  予どもの歌は二長調が多いので傑育科の学生はこの調に接する機会が最も多いにもかか

  わらず調号の問違いがこの調に集巾した原因は不明でありtその根拠は下調に関する正

  解率にも見いだせない. 

4. 基本事項の一つである「同種調号の個数」に関する間違いは25名(約18％)に見られそ

  の3/5は変ロ長調に集中した. しかしこれらの場合でもほぼ全員が主音の位置にはbを
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表3. 間違いの推定される原因による類型化と関連する項目に対する解答との関係
1) 間違いの類型別人数

移調した調 変口長鯛 ト長調 二長調
入学年次(平成〕 4 5 4 5 4 5

音部記号の間違い 伴奏調号 ｛ト) O 一
(ト)

一
和音 (ト)

一 (ト)401一 (ト) 2一

綱号の問遭い ＃一・b 旋律調号 (b2)
0× ○

伴葵綱号 (b2) ＊ ○
b一・＃ 旋律調号 〔＃2｝ ×

同穏調号の個数の間違い

1つ多い (b) 施律調号 〔b31 o   ＊o
伴奏調号 〔b3｝ X    一×

和音 〔b3｝ X

(＃) 旋律調号 (＃2) O O 〔＃3) o O
伴奏調号 (＃2) 0 一

〔赫3) ○

1つ少ない(b) 施律調号 ｛bl｝ O   O2×
伴奏調号 (bl｝ 02×
和音 ｛b1〕

一

(＃) 旋律調号 〔磐1) ＊

伴奏調号 〔弊1)
一

和音 〔＃1)
一

関連のある調との間違い

変種調を二二調に間違う 旋律調号 (＃5) ×

伴奏四号 (＃5) ×

和音 (Bdor｝ ＊

長調を短綱と間違う 旋律鵬号 ｛b1｝ O
俸奏網号 ｛b1｝ X

平行調 和音 (G) O

聞き間逸った可能性 旋律調号 (＃4) 0
伴奏調号 (韓4) o

σ

調に閲するその他の間違い

関連のない調との間遮い 旋律調号 (盤7) O
調号の位置の間違い 旋律調号 (位置) O

伴奏網号 〔位置)
一

記入間違い 伴審調号 一
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表3. つづき

変ロ長調 ト長調 二長調
4 5 4 5 4 5

開始音における線または間に関する間違い

2度上の線 開始音 (91) O

(92) X

3度上の線 和音 (13) × × ｛H)
一

2度下の線 開始音 (c1)202一 ○一  ｛gl) ○

3度下の線 開始音 (h1)○一＊

旋律旧号 ｛＃4) ＊

伴奏調号 ｛＃4) ＊

和音 ｛F) O

2度上の間 開始音 (a1)○一 ○ (f1) O

(c2) 一

3度上の間 旋律調号 ｛＃3〕 ×

伴奏調号 ｛＃3〕 一  (b1) ×

和音 (c) 一 (Fis〕○一

〔A〕 ○

2度下の同 開始音 (cり O X一
3度下の間 開始音 ｛f1) 303-1＊

開始音に関する間遮い

指定した調の主音で開始 開始音 (h5) 一 104×2一 (gI〕 Q 〔d1) 103一 O
(1オクターブ下) ｛d2) ＊

和音に関する間違い

和音 一

単音 O
メロディー O
誤認 O
解釈不能 一

その他の間違い

一部しか記入していない

開始音 Q O
臼オクターブ下｝

和音 30 20 401一 ○一 202-1× 201一

一部間違い 開始音 一

他もほとんど間違う 開始音 (e1)一

(c2) 一 (d～〕＊

無解答

開始音 9一 8一 3一 3一 3一 3一

旋律鯛号 lO9-3X 208-2× 603-3× 903-2× 203-7× 608一
伴奏調号 1015一 12一 9-6× 4012-1× 4010-5× 5012一
和音 4016一 4011-1× 309一 10012-3× 2010-1× 2(｝1卜

注) 記号の前の数値は該当する人数を示すただしまぎらわしくない場合は. 1を省略しt:. 

  旋律における開始音と調号伴奏における調畳と和音の解答の開の関連を次の記号で豪した. 

   ＊ 質問した項目に対する解答は同違ってお｝J仮にその間違いに従うとすれば開達する項目に対する解答は苓案1. 二記されたよう‘こ

     なる. (間違った胴として正しい)

   O 質問した調としては解箒は間違っているにもカ・かわらず、閏連する項目に対†る解谷は正しい

   × いずれでもない. 

   一 関連を1べるための部分の解答が欠けているために判断できない
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2) 各類型の延べ人数

移調した稠 変口長調 ト長調 二長調 計 合計
入学年次(平成) 4 5 4 5 4 5

音部記号の間違い 1 6 1 3 1
1

11

調号の同違い 盤→b 3 2 5

b一・＃ 1 1 6

同種調号の佃数の間遭い

1つ多い 侮) 3 4 7

(＃) 2 2 1 2 7

1つ少ない｛う〕 2 6 8

｛＃〕 3 3 25

関遷のある調との間違い

変種調を嬰種調に間違う 2 1 3

長鯛を短調と間違う 2 2

平行調 1 1

聞き間違った可能性 2 2 8

調に関するその他の間遭い

関連のない調との間違い 1 1

調号の位置の間違い 2 2 3

記入間遭い 1 1 1

線または間に関する間違い

2度上の線 2 2

3度上の線 1 1 1 3

2度下の線 4 2 6

3度下の線 1 5 6

2度上の間 3 1 1 5

3度上の間 1 2 3 1 7

2度下の間 1 2 3

3度下の間 7 1
 
7
1

39

開始音に関する間違い 1
指定した調の主音で開始 1 ア 1 5 1  1

 
1
5
1

15

和音に関する閤違い

和音 1 1

単音 1 1

メロディー 1 1

誤認 1 1

解釈不能 1 1 5

その他の間違い

一部しか記入していない 4 2 5 2 6 3 22

一部間違い 1 1

他もほとんど間違う 1 2 3 26

計 29 23 29 17 33 8 139 139

無解答 58 48 42 59 47 53 175 175

合  計 87 7
1

71 76 80 6
1

446
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3)間違いの關連

  移調した調
入学年次(平成)

基準項目 関連項目 記号

4

変口長調
5 4

ト長闘

5 4

二長調
5

旋律

伴奏

開始音

調号

胴号

和音

調号

開始音

和音

調号

＊
○
×

＊
C
×

＊
O
×

＊

3
1
3
6
4
0
り

う
6
2
7

2
4
01
4
5
31
3
3o 9 6

× 2 2

一
19 i2

計 串 1

○ 20 13

× 9 14

sa q3

-
F
D

7

1
7
3
3
1
9
」
2
0
6
げ
量3

12

3
8
9
1

2
 
3

1
1
1
60
3
つ
9

1

4

1

15

4
3
湘
■

1
 
 

1

1
0
『
8
8

 
2
 
3

1
企
り

9

1
【
」
0
0
3

1
4
7
214
2
ρ
04
0
》
7
0

 
1
1
4

1

B

6

B

7

12

4

13

20

41

合 計 e7 ア1 ア1 76 80 61

9
昌

角
5
9
P
り
3

1
【
」

a
j
O
3
ん
■

 
4
2
3
2
0
0
》
8

 
2
ー
ア

1
5
0
9
8
6

 9

129

57

251

446

4)調号に関する間違い同異

移調した調 変。長調 ト長調 二長調

入学年次〔平成｝ 4 5 4 5 4 5

調号の間違い ＃一・b ｛b2〕
冒一 冨

b→＃ (＃2)
一

同種調号の個数の間遣い

1つ多い ｛ワ〕 (b3)
営 2＝

｛＃1 (＃2)
＝ 冒

｛＃3〕
一 菖

1つ少ないlbl (b1)
一 2冨

｛＃) ｛＃1〕
雷

閲連のある講との間違い

変種調を嬰種調に間違う (＃5)
雷

長調を短調と間違う (bI｝ 冨

聞き間違った可能性 (赫4)
雷

調に関するその他の間進い

関連のない胴との間違い (＃7)
一

鯛号の位置の悶違い 〔位置)
冨

記入闘違い 〉

注｝ 醗律に関する醐号の問違レを基挫とし伴奏の調号に関する聞違い爵f同じ場合を「ニ」記人していなかったために比較'びきない場合

   を「一」旋律に閲する調号はil;解であったが惇奏1二関する澗号を間違った場合を「〉」で表した. 
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  記入していたすなわちロの音の位置は記憶しているが音階の構成と調号との関連まで

  完全には把握していなかったためと考えられる. 他の調に移調し同種調号の個数に関し

  て過不足が見られた学竺でも. それらの大部分は主音の位債に調号1つを記入していた. 

5. ある程度理解しているが記憶が不完全であったためと考えられる「関連ある調」との間

  違いは8名(6％)に見られその半数以上が変ロ長調に集中した. この場合も先と同様

  にロの音の位置は記憶しているが「変ロ」に関する理解が不十分であったためと考えら

  れる. 二長調についてここに揚げた3名中2名は先に示した調号あるいは同種調号の個

  数を間違った学生でありその間違いは表1および3の1)に示したようにも解釈てきる. 

6. 最も多かった間違いは「線または問」に関する間違いで39名(28％)に見られた. その

  人数は調によって異なりその3/4の学生では開始音が5線の中央より下の調(変ロ長

  調)では⊥に上の調(ト長調)では下に間違った. 二長調について開始音を問違った学

  生では3度下の間との間違いが多かった. 

7. 指定した調の主音から開始した学生が15名見られた. これらの学生は移調の定義を勘違い

  した可能性が考えられる、

 すなわち移調の意味が分からなかったために解答を間違った学生は7に示した15名だけで

あるとみなせる. 

 音部記号と調号によって開始音と和音の位置がきまるという当然のことを学生が覚えている

とすれば拍子以外のすべての項同について同じ記号で表される間違いをするはずである. し

かし. 学生の解答を検討した結果. 学生は必ずしもこの考え方に従って覚えていないことが分

かったのでこの問題を調べるために表3の1)では間違いの関連を記号で付け加えた. それ

を整理すると表3の3)が得られる. 先に記した考え方に従うとすれば表3の1)における

記号の大部分は「＊」になり対応する項目に関して解答を欠く場合を含めると「一」は起こ

りうる. しかし結果はこれと全く異なり. 最も多かったのは対応する解答を欠く場合(一)

で' ｱれを除くと「質問した調としては解答は間違っているが関連した項目における解答は

質問した調として正しい」(○)の人数がこれに次ぎ「＊」の人数が最も少なかった. すなわ

ち. 移調を間違った水準の学盆は調号と開始音あるいは和音の位置を関連付けずに覚えてい

た可能性が強く示唆された。

 取り上げた5項目のうち. 表3の3)に示した以外に旋律と伴奏の調号の関連が含まれる. 

この関連を表3の4)に示す. この表においてほとんどが「;」で示されることからこれら

の学生は. 両者の間には音部記号が異なっても調号は岡じであるという基本事項は理解してい

たとみなせる. 
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3・3 移調前後の間違いの関連

 これまでの記載は無解答を含む間違いの検討であった、しかしそれでは学生の到達度に関

する全体像を把握できないのてここでは正解者を含めて扱った. 先に記したように移調後の

間違いの大部分は移調前の基礎事項にある可能性が表3の1)から示唆された. 他方間違い

方に関して簡単に考えられない可能性が表3の3)から示唆された. そこで. この問題を検討

するために移調前の関連事項に対する解答の正誤を表1の右端に付記した. 移調に関して取り

上げた5つの項目に対する解答の正誤と移調前のそれらとの関連をこの表より集計すると表4

が得られる. この表から次のことが分かる:

 1. 旋律の開始音

 移調前には対象とした222名中185名が正解(0〉および一)であった. しかしそのうち

の42名は移調後に解答を間違った(〉)か解答をしなかった(一). そのためにiF解率は83.  3

％から64. 4％に下がったaこれは移調の意味を理解していなかったためと解答する時間が不足

したためであると考えられる. このような学生は二長調に移調をさせた学生に集il-1した

(45％). しかし先に記したようにその理由は明らかにできない. その反面移調する調の

開始音に対する解答を移調前には間違ったか解答しなかった学生のうちの5名(〈および

＋)が正解に変わった. 音階に対する設問について平成4年度入学生ではへ音記号平成5

年度入学生ではト音記号とへ音記号に対する解答を求めた。したがって. 移調前に正解をした

学生のうち移調後に間違った学生(〉)は平成5年度入学生では2名に対して平成4年度入学

生では21名であった. 旋律に対する解答は高等学校までに慣れていたト音記号に対する解答で

あるので正解できた可能性か平成4年度入学生では考えられる. 移調前に開始音を間違った

学生が音部記号の違いを理解していたとすれば移調の前後に同じ間違いをする(表1と4で

は＝)はずてあるが. 予想に反してそのような学生は移調前に問違った20名中の1名に過ぎず

異なる間違いをした学生(≠)が12名(全体の5.  4％. 間違いをした学生の60％)に達した. こ

れらの学生は基礎事項と移調に関する他の項目に対する解答をほとんど聞違っていたので基

礎知識の不足によると考えられる. すなわち約2/3の学生は正解であったが約20％(無解

答を含めるとそれ以上)の学生は基礎事項に関する理解が不十分であったと考えられる. 

 2. 旋律の調号

 半数以上の学生は移調の前後ともに正解(○)であったしかし対象の10％に相当する21

名は移調前には正解てあったにもかかわらず移調後にはそうでなかった(〉および一). 先

の項目は移調した旋律に関する音符が分からないと記人できないが、この項日は移調する調の

調号だけが分かっていれば記入できるはずである. また. へ音記号よりもト音記号になれてい

るとすれば. 移調前には解答をしなかったか解答を誤った学生のうちの平成4年度入学生のい
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くらかは正解に変わる(＜または＋)可能性かある. しかし移調前に正解であった21名中

18名までは解答せず(一)移調前に解答をしなかったか解答を誤った学生のうちで移調後で

は正解をした(＜)のは2名だけであった. すなわちこの項目に対する正解率の低下は旋

律の音符の大半を記入できなければ調号も記入しないという消極的な考え方によると考えられ

る. このことは次に記す拍子に関して記入しなかった学生が多かったことからも裏付けされ

る. 

 移調前の解答を間違った学生の40％が同じ間違い(ニ)をした. これらの雨乞が間違ったの

は。移調と音部記号の意味を理解していなかったためでなく調号に関する基礎知識か不足し

ていたためであるとみなせるだろう. 

 移感心に該当する調の調号を記入しなかった学生(×および・)のほとんど全員(92、2％)

が移調後も調号を記入しなかった(・). これらの息角には特に音符以外の楽譜構成要素が

不可欠であるという最も基礎的な記譜上の必要事項を十分に認識させる必要があると考えられ

る、

 3. 旋律の拍子

 3/4以上の学生は移調の前後ともに正解(○)であった. しかしレ4の学生は移調前には拍

子を記入したか. 移調後は記入しなかった(一). この理由も先と1司様に旋律の音符の大部分

を記入できなければ拍子も記入しないという消極的な考え方によると考えられる. 

 4. 伴奏の和音

 移調前の和音に関する正解率は他の項目に対するよりも低かっt」 ！・ i;i. したがってこの項

目に関する正解率が低かったのは当然である. しかし基礎事項に関する質問において和音が

正解であった学生(○〉および一)の半数か移調後には正解でなくなった(〉および一)現

象は無視できない. この項目に関して特に目立つ現象は移調前に正解でなかった学生における

移調後の解答に見られた次のようなことである. 移調前に解答を間違った学生53名(＜＝

≠および÷)中の8研くく15％)と解答をしなかった学生62名(＋×・およびト)中の

13名(＋21％)は移調後の和音に関して正解をした. これは金対象222名の10％に当たる. 

そのうち平成5年度入学生では移面前にへ音記号に対する和音も質問したのでここで正解

になる可能性は考えにくい. 異なる間違い(≠)をした学生が15名. 移調前には利音に関して

解答をしなかったが. ここでは間違った解答をした学生(×)が8名見られ. その率は全対象

の10個口達した. その反面. 移調の前後に和音に関して同じ間違いをした学生(＝)は見られ

なかった. 移調前には正解であったが移調後には問違った解答をした学生を含めこれらの学

生の解答を詳細に検討した. その結果移調前の和音に関する解答と関係なく移調後の和音を

解答する傾向かこれらの学生のほとんどに見られた. このように関連ある事項を関連付けな

いで解答する傾向は先に記したように開始音と調号との問にも見られた. 
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移調に関して保育科学生が起こし易い間違い

 5. 伴奏の調号

 46. 6％の学生が移調の前後ともに正解(○)であった. これは先の項［と異なC♪t移調の前

後ともにへ音記号に対する解答となるのでt解答の正誤および間違い方は移調の前後とも1司じ

になるはずである. そうであるとすれば表4において「○」・「＝」およひ「・」以外は見

られないはずである. しかし、このような学生は162名(73％)であったの1に対しそれら以

外の学生は60名(27％)であった. 解答を間違った学生は10名(〉. ≠および×全体の5％

以ド)で半数近い学生(96名43％)は解答を記入していなかった(一÷および・)tす

なわちこの項目に関する正解率の低下は. 記譜上の必要事項は記入しなければならないこと

に対する認識の不足と伴奏に関して和音の大半を二人できなければ調号を記入しないという

消極的な考え方によると考えられる. 

 移調前に正解てあったが. 移調後に解答を間違った学生(〉. 7名)の間違い方には嵐則性

が見られなかった。このように同じ解答になるはずの問題に対して同じ答案の部分によって

異なる解答をする現象は移調前と異なる間違い方をした学生(≠)1名と移調前には解答し

なかったか移調後には正解か誤った解答に変わった学生(＋およびX)4名計12名に見られ

た、

 移調前の基礎的質問において、移調する調の調号を間違った学生(〈＝≠および÷)の

1/3か移調後も同じ間違いをし(＝)残りは解答を山人しなかった(÷). 移調前に調号を問

違った学生が移調後も同じ間違いをする傾向(冨)は旋律の調号に関しても見られた. 表3の

4)に示すようにこれは同じ学擢に見られた現象である. 

 上記の他に移調後の開始音と利高における間違いとの関連移調前におけるそれらの関連

および移調前後の間違いの理由の関連を検討した. しかしいずれに関しても問違い方は多様

で. しかも比較する一方または両方に対して解答をしなかった学生か多く. 関連の規則性は見

られなかった. これは先に記したように関連のある事項を関連付けながら覚えるという傾向

が薄いためであると考えられる. 

4. 結 論

 ここでは、将来幼児の音楽教育に当たるであろう多数の学生の水準向上を目的としその手

段として間違うパターンを追求した、その結果移調の惣味が分からなかったために解答を間

違った学生は 「3・2移調後の間違いの1身｛因の推定」の7に示した15名だけでありその他

の問違いは基本事項に関する知識の不足に起因する. したがって次に記す4つの傾向を理解

した上で教育に望めばかなりの効果を期侍できる可能性が見いだせた. 
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移調に関して保育科学生が起こし易い間違い

1. 記譜上必要不可欠な事項は必ず記入しなければならないという意識に欠ける. 

2. 関連ある事項を関連付けならがら覚えず別個のものとして覚える。

3. へ音記号に従う記入に慣れていない. 

4. 一部でも分かっていれば分かっている部分だけでも記入しようとする意図に欠ける. 

 なおこの分析は問違った解答をした学生が対象であり半数以上の学生は正解をしたので

分析の対象にしなかった. また解答をしなかった学生がどのようなことが分からなかったの

で解答しなかったは追求できなかった. もし方法があればこの問題を追求したい. 以上の結果

は一つの短期大学の保育科の学生に見られた現象である学生の気質・教授陣および教科内容

が異なる他の短期大学でも同様な傾向が見られるかどうか更に調査したい. 

 本研究にあたり種々のご指導を賜った水産大学校名誉教授前田 弘博士に対し厚く謝意

を表します. 
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